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氏名/所属/職名 西川 隆蔵 / 人間科学部心理学科 / 教授 

専門分野 

心理学 

研究課題 

パ－ソナリティのシステム論的研究  パ－ソナリティ、システム論、発達、認知システム 、心理療法 

教育活動 

 担当授業科目（学部） 

平成２２年度より 人格心理学、心理学研究法、演習（人間科学部）、教育心理学、教育相談（人間科学部、リベラルア－ツ学部） 

 担当授業科目（大学院） 

平成２２年度より 人各心理学特論、臨床心理学事例研究演習ⅠⅡ 

事項 年月 対象者 概要 

 教育方法の実践例    

授業テ－マにそった事例の呈示と解説を中心とし

た講義 
平成２3 年４月～現在 大学授業受講者 

人格理論についての高度な知識の習得

をめざすもので、人格理論に焦点を絞っ

た授業用テキストを作成し、授業への携

帯を義務づけるとともに、各回の講義で

テ－マとなる理論にそった臨床事例、ト

ピックスをプリントやOHCで呈示し、学生

はその事例や問題へのアプロ－チ方法

等についての説明を聞きながら、さまざ

まな人格理論に精通していけるように工

夫した。 

 作成した教材･資料集    

発達学習過程論 平成２４月 4 月 

帝塚山学院大学人間科学部教

授として担当した「教育心理学

Ⅰ･Ⅱ」2 年次配当 

人間の発達と学習をめぐる心理学の視

点、発達段階と発達危機、学習と動機づ

け、メタ認知と自己制御、思春期青年期

心性、教育評価についての知識、理論

を図表中心に解説し、理解できるように

工夫した。  

 その他教育活動上特記すべき事項    

学外活動として、地域小中学校支援のための学

生ボランティア「心の相談員」派遣 
平成 2４～現在 

帝塚山学院大学人間科学部心

理学科専門科目「演習 A、B」に

て実践。○○受講者 

大阪狭山市教育委員会が主催する学生

による地域小中学校へのボランティア援

助活動へ参加させている。各学生は週１

回、心の相談室の学生相談員、あるいは

担任教師の補助として活動し、月に１回

の活動反省会に出席して、各自の体験、

ケ－スについて話し合うことで、心理的な

援助活動における問題を体験的に学何

でいる。 

研究活動 

著書・CD・論文・学会発表 

・演奏会等の名称 

単共 

の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又は 

発表学会等の名称 

共著者、共同発表者、共演者の名

前、曲名、担当頁、概要など 

 著書・訳書・CD 等 

学校教員の現代的課題 共 平成２６年 4 月 福村出版 

編者：善明宣夫 共著者：宇恵弘、前田

志寿代、佐野茂 

 第 3 章 学習の基礎 ｐ．４２－６２ 

学習活動の基礎としての条件づけ理論

から観察学習、自己制御学習に至る学

習理論、人間の記憶の特質について説
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明し、学びにおける自己制御、メタ認知

の重要性を解説した。 

第 6 章 教育相談 ｐ．１０２－１１６ 

学校教育相談の基礎とも言える問題行

動の理解や解決に向けて、発達、精神

力動論やコ－ピング、文脈状況からの理

解といった観点、アプロ－チについて概

観した。全２１１ペ－ジ 

「教育相談基礎論－学校臨床心理学入門」 単 平成２６月 4 月 関西学院大学 出版会 

教育相談活動の意味、目的、学校での

相談体制、学校での心理的援助活動の

基本、問題行動理解の視点、問題行動

への介入の基本等についての知識､情

報を視覚的にわかりやすく理解でき、習

得できるように工夫した。（全９６ペ－ジ） 

学校教育心理学  共 平成２６年 4 月 福村出版 

編者：善明宣夫 共著者：宇恵弘、前田

志寿代、佐野茂第 3 章 学習の基礎 

ｐ．４２－６２学習活動の基礎としての条

件づけ理論から観察学習、自己制御学

習に至る学習理論、人間の記憶の特質

について説明し、学びにおける自己制

御、メタ認知の重要性を解説した。第 6

章 教育相談 ｐ．１０２－１１６学校教育

相談の基礎とも言える問題行動の理解

や解決に向けて、発達、精神力動論やコ

－ピング、文脈状況からの理解といった

観点、アプロ－チについて概観した。全

２１１ペ－ジ 

 学術論文 

大学生における自己の構造発達 

（査読つき） 
単 平成２４年６月 

日本青年心理学会 

青年心理学研究 

第 24 巻 p.81-84. 

斎藤信、杉本英晴、亀田研、平石賢二

著「大学生における自己の構造発達－

Kegan の構造発達理論に基づいて」青

年心理学研究 2011 第 23 巻 p.37-54 に

ついて、青年心理学会より意見論文を求

められ、寄稿した。Kegan の心理的構造

発達論と評定方法について私見を述べ

るとともに、大学生という発達段階に対す

る構造論的とらえ方の問題点と課題につ

いて指摘した。 

 学会発表 

    
 

 演奏会・発表会 

     

 その他の研究発表、演奏 

         

 その他の著書、訳書等（雑誌原稿等を含む） 

     

 研究助成金の受給状況 

 科研費の採択 
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研究タイトル 助成金タイトル、支給元 研究代表者・分担者の区別 

  

    

支給額 支給年度 

   

 その他の外部資金による活動 

研究タイトル 助成金タイトル、支給元 研究代表者・分担者の区別 

  

    

支給額 支給年度 

   

 その他研究活動上特記すべき事項 年月 概要 

      

学内委員等 

就任期間 機関名・委員名・役職名 

平成 25 年 4 月から平成 26 年 3 月 学生部長 

平成 26 年 4 月から 副学長  

社会活動 

 学会役員 

就任期間 学会役員名 

  

 公開講座 

講座名、講演タイトル 
単共 

の別 
年月 場所 概要 

     

 学外機関委員等 

就任期間 機関名・委員名・役職名 

平成１８年４月～現在 大阪狭山市 教育委員会専門家チ－ム委員 

平成１８年４月～現在 大阪府堺市 児童措置審査部会 委員 

平成２２年 4月～現在 大阪狭山市 青少年問題協議会 委員長 

平成２６年 4月～現在 大阪狭山市 いじめ問題対策委員会 委員長 

平成 27年 4月～現在 大阪府堺市中区教育・健全育成会議 会長 

 その他、学会や学術的団体での活動、社会活動上特記すべき事項 

平成２２年４月～現在 日本精神科看護協会 教育理論研修会講師  

講演活動 

平成 26 年 7 月 2 日 大阪狭山市 教育委員会 職員研修講師 

読売 教育講演会  講師 平成 27 年 9 月 5 日 

海外での活動 

 海外での教育、研究、大学運営、国際貢献にかかわること 

期間 国名 概要 

    

 


